
子ども達の指導の重点を「自問自答」の推進と捉え，継続して

きた「自問清掃」。「がまん玉」レベルから「見つけ玉」，「親切

玉」レベルへ成長しています。「やらされる掃除」から「自分

で取り組む掃除」への転換は順調に進化しています。 

様々な取組の「起爆剤」ともなる「基盤」が固まりつつあり，

子ども達の成長が明らかに見えてきます。 
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スローガン 

「すきです 白峰，学び合い，高め合い，世界に発信」 

チャレンジタイム 

２５分 プラス の共通実践 
毎週水曜日 午後１時２０分～４５分 

プラス 「放課後学習」(校長室で○まる) 
全教員，全学年で工夫した取り組みを行っています。 

いつでもご来校いただきご覧ください。 

ＪＡ白山の多大なご支援と尾田様の精力的なご

協力のお蔭で，今年も貴重な「稲刈り」と「はざか

け」を体験することができました。心よりお礼申し上

げます。ありがとうございました。 

機械化の現代ですが，小学生の時期に手作業の

米作り体験をするということは，必ず活きて働く経験

となります。「ごはん茶碗一杯の米粒は何粒？」「稲

穂一株ではどう？」「落穂ひろいの意義は？」・・・ど

んどん広がってほしいな，様々な興味・関心！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-6年生からの提案で，全校で「モル

モットの飼育」に向けた取組を考えてい

ます。1学期の「命」の授業を経て，子ど

も達が自ら向き合おうとする「命」。学校

としての最善の対応を模索します。 

今後，子ども達から保護者の皆様へ

「取組へのアンケート」が届く予定です。

子ども達の意欲を十分ご理解いただき

ながら，建設的なご意見，ご批評を賜り

ますよう，よろしくお願いいたします。 

ホームページではカラーでご覧になれます。 

いつでも何なりとお問い合わせください。 

〒920-2501  石川県白山市白峰ニ 110番地 

TEL（076）259-2009   FAX（076）259-2188 

E‐mail  shiramine-e02@sc.city.hakusan.ishikawa.jp 

ご家庭での家庭学習への取組に，ご理解とご協力を賜り，誠にありがとうございます。

特に，2学期に入り，9月の 2週目に取り組んだ，「家庭学習 1週間プラン」には，更なる

ご協力をいただきました。本当にありがとうございました。 

子ども達が「自主学習」として臨んでいる「学習スタイル」はいかがでしょうか。ご満足い

く「内容」や「時間」となるには，まだ時間のかかることだと思っています。しかし，子ども達

が事前の見通しの下で計画し，実際に取り組む姿を，どうぞ「温かい目」で応援いただけ

れば幸いです。必ず積み上がり，自ら進む子ども自身の力になるものと信じています。 

ジェスチャーも交え，国語教材「いちねんせいの うた」を上手にそ

ろって，暗唱してくれました。1年生ならではの「そろいぶみ」で，「あ

ふれる意欲」を感じました。子ども達の立派な成長の事実も見ること

ができました。ありがとう。みんな！ 

そして，片桐先生の指導にも感謝！ 

今年度 2 回目となる校長面談を終えました。「どうして勉強するのですか」という質問を中心に据え，

10－15 分の面談でした。「将来のため」，「役に立つため」，「働くため」と，概観していた子ども達が，

「介護士になるため」，「美容師になりたい」，「消防士になる」，「パティシエを目指します」，「力士も考

えている」，「オリンピックに出たい」など，「具体的に自分を語るようになった」が第一印象です。普段の

何気ない会話の状況に，「はい，・・・です」と，どの子も丁寧な語りがうれしいな。 

また，「2 学期は好きな白峰小学校のために何をがんばりますか」では，「委員会や運動会でみん

なを引っ張る」，「お手本になる」ほかに，「自問清掃」をあげ，「よく考えてきれいな学校にする」子が現

れました。「イングリッシュデー」を，という子も出てきました。 

そして，苦手な学習，弱点についての質問には，全ての子が自らの弱みを取り上げ，克服する方策

をしっかり述べていました。子ども達が「自分を分かっている」状況に，私たち大人はどのように手を差し

伸べたらいいのか，考えさせられました。 

「自分でやりきれる」力をつけてあげること，それが課題でしょうか。 

大切な休み時間に

面談をありがとう！ 

お家の皆様にも聞か

せてあげてね！ 


